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込み遺伝子のメチル化の消去と再確立が起こる。脱メチル開始後の妊娠 11.5－ 13.5日目の PGCをドナー
とした核移植から，発生は各 PGCのインプリント消去を正確に反映することが明らかとなっており，こ
の段階 PGCでは，少なくとも一部は胚の満期発生に必要な刷り込みが消えてしまっていることが示唆さ
れている。そこで，体細胞と同じ刷り込み状態を持つ消去開始前 10.5日の PGCからの満期発生産仔の作
出を試みた。その結果，生殖細胞クロー産仔が得られ，これらの個体の刷り込み状態は通常の受精胚と同
様であることが確認された。これらのことは，ゲノムのゲノム修飾的状態が胚発生に与える影響を明確に
している。
　以上の結果より，顕微授精と核移植技術によって作出された胚の発生には，それぞれ，遺伝的またはゲノ
ム修飾的な要因が影響していることが明らかとなった。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　本研究では，顕微授精・核移植技術を基盤にして，通常の受精では得られない特殊な胚や胎仔を作出し，
胚の発生に影響している遺伝的およびゲノム修飾的な要因について生化学的な解析を行っている。すなわち，
生殖細胞や体細胞で起こっている劇的なゲノム変化を直接的に証明している。その結果，顕微授精と核移植
技術によって作出された胚の発生には，それぞれ，遺伝的またはゲノム修飾的な要因の両方が影響している
ことを明らかにした。
　膨大な数の要因が複雑に関与している胚発生の全貌を明らかにするには，さらに詳しい研究が必要である
が，本研究には，ある生物学的現象に対して多角的かつ総合的にアプローチしたという研究デザインに独創
性が見られる。また，本研究は生殖細胞や体細胞の中で起こっている劇的なゲノム変化の一部を明らかにし
たにすぎないが，このような情報の集積は，発生・分化・生殖などの全貌を明らかにしていくための重要な
研究基盤になると考えられる。
　よって，著者は博士（農学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
